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地
方
自
治
体
は
、
住

民
の
福
祉
の
向
上
を
図

る
た
め
、
住
民
の
声
を

聞
き
、
施
策
に
反
映
さ

せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、

板
橋
区
政
に
お
い
て
は
、

決
定
過
程
の
情
報
公
開

や
区
民
の
声
を
聞
く
と

い
う
プ
ロ
セ
ス
が
欠
落

し
て
い
る
状
況
が
多
く

み
ら
れ
ま
す
。

例
え
ば
、
集
会
所
の
廃

止
に
対
し
、『
ま
だ
使
用

で
き
る
施
設
を
な
ぜ
廃

止
す
る
の
か
』
と
、
撤

回
を
求
め
る
声
が
相
次

ぎ
、
地
域
の
町
会
や
女

性
団
体
、
利
用
者
、
住

民
な
ど
か
ら
議
会
に
陳

情
が
提
出
さ
れ
る
事
態

と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
J
R
板
橋
駅
前

の
再
開
発
事
業
で
は
、

住
民
説
明
会
で
、
納
得

で
き
な
い
と
の
声
が
圧

倒
的
だ
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
翌
日
に
は
、

事
業
に
関
す
る
基
本
協

定
を
J
R
東
日
本
と
締

結
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

誰
の
た
め
の
区
政
か

竹
内
愛
区
議
は
、
3
月

7
日
に
行
わ
れ
た
代
表

質
問
に
お
い
て
、
こ
う

し
た
実
態
を
示
し
、
区

の
姿
勢
を
質
し
ま
し
た
。

区
長
は
、『
住
民
説
明

会
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
実
施
し
て
お
り
、

住
民
の
声
を
区
政
に
活

か
し
て
い
る
』
と
答
弁

し
ま
し
た
。

し
か
し
、
実
際
に
は
、

区
民
の
声
を
聞
く
場
も

な
い
、
あ
っ
て
も
説
明

す
る
だ
け
の
状
況
で
、

一
体
誰
の
た
め
の
区
政

か
と
問
わ
れ
る
の
は
当

然
で
す
。

ＪＲ板橋駅前用地（Ｂ用地）の一体的活用に関する基本協定締結を
中止せよ、計画は見直すべきと、区長に申し入れ（2月27日）

民
の
政
策
決
定
過
程
へ

の
参
画
の
機
会
を
奪
い
、

住
民
自
治
を
な
い
が
し

ろ
に
す
る
姿
勢
は
許
せ

ま
せ
ん
。
引
き
続
き
、

区
の
計
画
が
、
区
民
の

思
い
と
合
致
し
て
い
る

か
、
区
民
の
声
を
聞
き
、

話
し
合
い
、
共
に
考
え

る
姿
勢
へ
の
転
換
を
求

め
て
い
き
ま
す
」
と
述

べ
て
い
ま
す
。

inf＠jcp-itabashi.gr.jp

区
長
の
施
政
方
針
で

は
、
格
差
や
貧
困
が
広

が
る
区
民
生
活
に
寄
り

添
う
姿
勢
が
表
明
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
一
方
で
、

“
未
来
へ
の
投
資
”
な
ど

と
言
っ
て
、
区
民
の
声

を
聞
か
ず
に
区
民
施
設

の
統
廃
合
や
再
開
発
事

業
を
推
し
進
め
て
い
ま

す
。竹

内
愛
区
議
は
、「
住

●小中学校の就学援助の拡充　　
　　　　　　　　　　　1億 1313 万 3千円
　小中学校の入学準備金の基準引き上げ、小学校
の入学準備金の前倒し支給、中学校のクラブ活動
費の支給

●産後 1ヶ月児健康診査及び産婦健診助成　
　　　　　　　　　　　　　3095 万 3千円
●認可外保育所保育料負担軽減の拡充　　　
　　　　　　　　　　　1億 4745 万 1千円
　認可外保育所の保育料と認可保育園の保育料の
差額を助成

●中学生沖縄平和の旅の実施　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　   453 万 3千円
　広島、長崎への中学生平和の旅事業を沖縄に拡大

●感震ブレーカー設置　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　   896 万 8千円
　地震の揺れに伴う電気機器からの出火や、停電
が復旧したときに発生する火災などを防止するた
めのもの。木造密集地域の木造住宅と要支援者世
帯に無料配布

《予算修正の内容》

板
橋
区
議
団
が
予
算
修
正
提
案

板
橋
区
議
会
は
3
月
26

日
の
本
会
議
で
2
0
1
8

年
度
予
算
を
賛
成
多
数
で

可
決
し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
板
橋
区
議

団
は
予
算
案
に
対
す
る
修

正
動
議
を
提
案
し
ま
し
た
。

市
民
ク
ラ
ブ
と
無
所
属
が

賛
成
を
し
ま
し
た
が
、
自

民
・
公
明
・
民
進
・
無
会
派

に
よ
り
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

総
額
3
億
5
0
3
万

8
千
円
を
、
財
政
調
整

基
金
か
ら
支
出
す
る
も

の
で
す
。
修
正
額
は
、

区
長
提
案
の
一
般
会

計
予
算
の
0

・

14
%
、

財
政
調
整
基
金
の
1
・

5
％
で
、
十
分
実
現
可

能
な
提
案
で
す
。

竹内愛区議
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現
在
、
区
内
の
小
学
校

51
校
中
26
校
、
中
学
校

22
校
中
5
校
で
体
育
館

の
暖
房
が
設
置
、
志
村

地
球
市
民
と
し
て
行
動
す
る
板
橋
を
め
ざ
し
て

第
一
中
学
校
の
み
冷
房

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
全
校
設
置
ま
で
進

ん
で
お
ら
ず
、
保
護
者

や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
地
域
の
方

か
ら
冷
暖
房
設
置
を
求

め
る
要
望
が
上
が
っ
て

い
ま
す
。

山
内
え
り
区
議
は
、
2

月
28
日
の
補
正
総
括
質

問
で
、
昨
年
5
月
に
は

昨
年
9
月
25
日
、
区
立

小
中
学
校
で
提
供
さ
れ
た

牛
乳
（
株
式
会
社
明
治
・

戸
田
工
場
製
造
）
を
飲
ん

だ
、
児
童
・
生
徒
及
び
教

職
員
か
ら
、『
味
に
違
和
感

が
あ
る
』
な
ど
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

３
月
16
日
の
予
算
審
査

特
別
委
員
会
で
、
吉
田
豊

明
区
議
は
「
牛
乳
の
異
味
・

異
臭
問
題
」
に
つ
い
て
区

の
考
え
を
質
し
ま
し
た
。

区
は
、「
同
工
場
は
『
一

般
的
に
、
お
子
様
は
風
味

に
敏
感
で
あ
り
、
特
定
の

地
域
で
生
産
さ
れ
た
生
乳

の
風
味
を
通
常
と
異
な
る

と
感
じ
た
も
の
と
考
え
る
』

と
説
明
し
て
い
る
」
と
の

べ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま

す
。吉

田
区
議
は
「
児
童
・

▼
う
た
ご
え
運

動
70
年
。
記
念

す
る
日
本
の

う
た
ご
え
祭

典
（
2
0
1
9

年
1
月
18
～
20

日
）
が
東
京
で

開
催
さ
れ
る
と
案
内
が
届
き

ま
し
た
。
思
わ
ず
本
棚
の
「
関

鑑
子
の
生
涯
『
グ
レ
ー
ト
・

ラ
ブ
』」
を
手
に
取
っ
て
開
き

ま
し
た
。
▼
う
た
ご
え
運
動

の
創
始
者
で
あ
る
声
楽
家
・

関
鑑
子
さ
ん
は
、
戦
前
、
戦

意
高
揚
の
歌
を
演
奏
す
る
こ

と
を
拒
み
楽
団
か
ら
締
め
出

さ
れ
ま
す
。
夫
は
治
安
維
持

法
違
反
で
捕
ら
え
ら
れ
、
獄

中
生
活
後
に
病
死
。
終
戦
の

翌
年
、
再
開
さ
れ
た
メ
ー
デ
ー

当
日
、
中
央
舞
台
の
壇
上
で

メ
ー
デ
ー
歌
の
指
揮
を
と
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
中
央
合

唱
団
創
立
へ
。
1
9
7
3
年
、

中
央
メ
ー
デ
ー
壇
上
で
倒
れ
、

亡
く
な
る
そ
の
時
ま
で
、
平

和
と
自
由
を
歌
い
続
け
た
の

で
す
。
い
ま
、
9
条
改
憲
を

ど
う
見
て
い
る
で
し
ょ
う
。

▼
ね
つ
造
・
改
ざ
ん
・
隠
ぺ

い
体
質
の
安
倍
内
閣
が
、「
自

衛
隊
と
明
記
す
る
だ
け
」
と

い
っ
て
9
条
改
憲
に
前
の
め

り
で
す
。
憲
法
を
柱
に
、
反

戦
平
和
へ
の
願
い
が
キ
ラ
キ

ラ
輝
く
う
た
ご
え
祭
典
と
な

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　
　
　
　
　（
い
わ
い
桐
子
）

「
地
下
化
」
を
求
め
る
声
相
次
ぐ 生

徒
６
０
０
人
・
教
師

３
０
人
が
特
別
な
異
味
・

異
臭
を
感
じ
た
の
だ
か
ら
、

科
学
的
な
解
明
が
必
要
で

あ
る
」
と
指
摘
。「
区
が
き

ち
ん
と
調
査
を
お
こ
な
う

よ
う
」
求
め
ま
し
た
。

厳
し
い
監
視
が
必
要

教
育
委
員
会
は
、「
原
因

究
明
に
向
け
た
調
査
は
困

難
で
あ
る
」と
答
弁
。
今
回
、

異
味
・
異
臭
が
報
告
さ
れ

2
月
16
日
、
17
日
に
、

大
山
駅
付
近
の
連
続
立

体
交
差
事
業
と
駅
前
広

場
整
備
の
都
市
計
画
素

案
説
明
会
が
、
東
京
都
、

板
橋
区
、
東
武
鉄
道
㈱

の
三
者
に
よ
っ
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

説
明
会
で
は
、
大
山

駅
付
近
の
立
体
化
に
つ

い
て
、「
高
架
方
式
」
と

「
地
下
方
式
」
の
2
つ
の

構
造
形
式
が
示
さ
れ
ま

し
た
。
地
形
的
条
件
と

し
て
は
い
ず
れ
も
「
可

能
」
と
さ
れ
、「
高
架

方
式
」
で
は
「
8
ヵ
所

の
踏
切
を
除
却
」、「
地

下
方
式
」
で
は
「
8
ヵ

所
の
踏
切
を
除
却
で
き

る
が
、
内
2
ヶ
所
は

道
路
の
通
行
不
可
」
と

な
る
こ
と
、
費
用
は

「
高
架
方
式
」
で
は
約

3
4
0
億
円
、「
地
下
方

式
」
は
約
5
5
0
億
円

か
か
る
と
さ
れ
、「
高
架

方
式
」
で
計
画
を
す
す

め
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま

し
た
。
説
明
会
に
は
両

日
併
せ
て
9
0
0
名
近

い
区
民
が
参
加
し
、
様
々

な
意
見
や
質
問
が
出
さ

れ
、
特
に
17
日
の
説
明

夏
日
（
25
℃
）
が
17
日

あ
っ
た
こ
と
等
も
示
し
、

熱
中
症
対
策
の
必
要
性
、

学
校
体
育
館
の
冷
暖
房

化
に
対
す
る
区
の
認
識

を
質
し
ま
し
た
。

区
は
、「
熱
中
症
対
策

の
必
要
性
は
十
分
認
識

し
て
お
り
、
配
慮
し
て
い

く
」
と
答
弁
し
た
も
の

の
、「
学
校
運
営
上
、
必

板
橋
区
は
、
平
成
5
年

に
「
エ
コ
ポ
リ
ス
板
橋
」

環
境
都
市
宣
言
を
行
っ
て

い
ま
す
。

2
0
1
6
年
に
発
効
し

た
パ
リ
協
定
は
、
世
界
の

平
均
気
温
の
上
昇
を
工
業

化
前（
1
8
5
0
年
ご
ろ
）

に
比
べ
て
2
度
未
満
に
抑

え
、
1
・
5
度
を
め
ざ
す

と
い
う
目
標
を
掲
げ
て
い

ま
す
。
2
0
1
7
年
11
月

に
ド
イ
ツ
・
ボ
ン
で
開
か

れ
た
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
23
（
国
連

気
候
変
動
枠
組
条
約
第
23

回
締
結
国
会
議
）
は
、
6

月
に
米
国
の
ト
ラ
ン
プ
政

権
が
パ
リ
協
定
か
ら
の
脱

退
表
明
後
、
初
め
て
開
催

さ
れ
た
Ｃ
Ｏ
Ｐ
と
な
り
ま

し
た
が
、
締
約
国
が
パ
リ

協
定
に
沿
っ
て
進
む
道
が

改
め
て
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
23
の

も
う
一
つ
の
テ
ー
マ
は
脱

石
炭
火
力
で
し
た
。

日
本
政
府
に
お
い
て

は
現
在
90
基
の
石
炭
火

力
発
電
所
を
さ
ら
に
40

基
新
規
建
設
す
る
計
画

を
す
す
め
て
お
り
、
こ
の

ま
ま
で
は
政
府
自
身
が
掲

げ
る
2
0
3
0
年
度
の

Ｃ
Ｏ
2 

削
減
目
標
す
ら
、

6
0
0
0
万
ト
ン
以
上

超
過
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。環

境
問
題
で
区
は

リ
ー
ド
す
る
取
り
組

み
を

2
月
15
日
に
行
わ
れ
た

板
橋
区
議
会
本
会
議
で
、

大
田
伸
一
区
議
は
、
板
橋

区
と
し
て
も
石
炭
火
力
発

電
所
建
設
の
自
粛
を
求
め

る
べ
き
と
質
問
し
ま
し

た
。
区
長
は
「
他
自
治
体

の
動
向
を
十
分
注
視
し
た

学
校
給
食
の
牛
乳
か
ら
異
味
・
異
臭
⁉

学
校
体
育
館
の
冷
暖
房
化
を
求
め
て

い
」
と
述
べ
る
に
と
ど
ま

り
ま
し
た
。

ま
た
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
畜
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
事
業
所
で
の
取

り
組
み
の
普
及
に
つ
い

て
、「
省
エ
ネ
診
断
事
例

集
」
の
普
及
や
省
エ
ネ

設
備
導
入
へ
の
支
援
メ

ニ
ュ
ー
を
増
や
す
こ
と
、

講
習
・
講
座
へ
の
参
加
促

進
な
ど
を
求
め
て
質
問
し

ま
し
た
。
区
長
は
「
板
橋

産
業
連
合
会
や
ク
ー
ル

ネ
ッ
ト
東
京
と
連
携
し
な

が
ら
促
進
し
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

東
上
線
大
山
駅
「
高
架
化
」
に
向
け
都
市
計
画
素
案
説
明
会

山内えり区議

ず
し
も
必
須
の
設
備
で

は
な
い
」
と
し
、
体
育

館
の
冷
暖
房
化
に
は
消

極
的
な
姿
勢
で
す
。

文
科
省　

新
基
準

「
17
℃
以
上
28
℃
以

下
が
望
ま
し
い
」

文
科
省
は
、「
教
室
等
」

の
環
境
に
係
る
学
校
衛

生
基
準
に
お
い
て
、
こ

れ
ま
で
「
10
℃
以
上
、

30
℃
以
下
で
あ
る
こ
と

が
望
ま
し
い
」
と
し
て

い
た
基
準
を
見
直
し
、

「
17
℃
以
上
、
28
℃
以
下

で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し

い
」
と
す
る
新
基
準
を

今
年
4
月
1
日
よ
り
施

行
し
て
い
ま
す
。
体
育

館
や
特
別
教
室
等
、
児

童
生
徒
等
及
び
職
員
が

通
常
使
用
す
る
部
屋
を

含
み
ま
す
。

山
内
区
議
は
、「
学
校

体
育
館
は
、
体
育
の
授

業
だ
け
で
な
く
、
入
学

式
や
卒
業
式
、
各
種
発

表
会
、
部
活
動
な
ど
で

使
用
し
て
い
ま
す
。
児

童
生
徒
が
過
ご
す
教
育

環
境
の
改
善
に
向
け
、

引
き
続
き
頑
張
り
た
い
」

と
語
っ
て
い
ま
す
。

会
で
は
「
地
下
化
」
を

求
め
る
声
が
相
次
ぎ
ま

し
た
。

3
月
16
日
の
予
算
総

括
質
疑
で
、
小
林
お
と

み
区
議
は
こ
の
問
題
を

取
り
上
げ
、「
大
山
駅
周

辺
地
区
ま
ち
づ
く
り
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」（
H
24

年
3
月
）
策
定
の
過
程

大田伸一区議

で
も
、「
地
下
化
」
の

声
が
出
さ
れ
て
お
り
、

H
27
年
5
月
に
は
地
域

町
会
、
ハ
ッ
ピ
ー
ロ
ー

ド
商
店
街
、
ま
ち
づ
く

り
委
員
会
な
ど
が
「
日

影
、
騒
音
、
地
上
部
分

の
土
地
利
用
の
観
点
か

ら
、
地
下
化
の
検
討
を
」

求
め
る
要
望
書
が
提
出

た
生
乳
に
つ
い
て
は
科
学

的
な
根
拠
を
示
す
こ
と
な

く
「
安
全
な
も
の
で
あ
る
」

と
い
う
考
え
を
示
し
ま
し

小林おとみ区議 吉田豊明区議

た
。同

じ
明
治
・
戸
田
工
場

か
ら
購
入
し
て
い
る
新
宿
・

渋
谷
な
ど
他
の
自
治
体
か

ら
「
ガ
ソ
リ
ン
臭
が
し
た
」

と
い
う
報
告
ま
で
さ
れ
て

い
ま
す
。

学
校
給
食
の
牛
乳
は
、

現
状
で
は
東
京
都
が
入
札

を
行
い
、
学
校
給
食
会
が

配
分
を
決
め
て
い
る
た
め
、

子
ど
も
や
保
護
者
は
も
と

よ
り
、
区
さ
え
も
製
造
会

さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど

を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、

地
域
住
民
の
声
を
よ
く

聞
き
、
行
政
の
検
討
経

過
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
求
め
ま
し
た
。
区

側
か
ら
は
「
高
架
化
」

に
向
け
た
計
画
を
す
す

め
る
立
場
が
表
明
さ
れ

ま
し
た
。

「
保
育
園
入
れ
な
い
」な
お
厳
し
く

こ
の
春
も
多
く
の
自
治

体
で
4
人
に
1
人
が
保
育

園
に
は
入
れ
な
い
事
態
と

な
っ
て
な
っ
て
い
ま
す
。

板
橋
区
で
は
、
今
年
４
月

の
保
育
園
入
園
希
望
者（
第

一
次
選
考
）
は
４
０
５
４

人
に
の
ぼ
り
、
１
２
５
８

人
が
不
承
諾
と
な
り
ま
し

た
。
今
年
度
の
保
育
園
待

機
児
童
数
の
報
告
は
、
第

2
次
選
考
含
め
て
5
月
17

日
の
文
教
児
童
委
員
会
で

お
こ
な
わ
れ
る
予
定
で
す
。

社
を
選
択
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
本
件
は
、
子

ど
も
の
命
や
健
康
に
関
わ

る
重
大
な
問
題
で
す
。

明
治
戸
田
工
場
に
対
し

て
原
因
究
明
と
、
二
度
と

こ
の
よ
う
な
事
件
を
起
こ

さ
せ
な
い
た
め
の
厳
し
い

監
視
が
必
要
で
す
。

板
橋
区

都市計画素案説明会資料より
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日本の高校進学率は９８％で、ほとんどの
子どもが高等教育へ進学しています。子ども
の教育への経済的支援が求められる中で進学
費用を助成する制度が拡充されています。東
京都では、所得制限はあるものの、都立高校
も私立高校も授業料はほぼ全額無償です。助
成制度を紹介します。

問い合わせは以下の所へ
私立：東京都私学就学金支援金センター
（☎５２０６－７９２５・７８１４）
都立：�東京都教育庁都立学校教育部高等学校

教育課経理担当
����（☎５３２０－６７４４）
※�この他、受験費用や塾代の支援制度（相
談は各福祉事務所）や学費全般の貸付制度
などもあります。お問い合わせください。

日本共産党の生活・法律相談　気軽にお電話ください
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桐
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事
務
所
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平
7–

20–

17– 

1
0
2

℡ 

6
9
0
4–

0
4
4
8

高
島
平
1
～
9
丁
目(

2
丁
目
除
く)

、
蓮

根
1
～
3
丁
目
、
新
河
岸
1
～
3
丁
目
、

四
葉
1
～
2
丁
目

大
田
伸
一
事
務
所

前
野
町
２–

27–

８　

℡
３
５
５
８–

７
３
１
０

前
野
町
１
～
６
丁
目
、常
盤
台
１
～
３
丁
目
（
１

丁
目
60
番
～
68
番
除
く
）、
志
村
１
～
２
丁
目
、

中
台
サ
ン
シ
テ
ィ

か
な
ざ
き
文
子
事
務
所

双
葉
町
６–

12　
　

℡
３
９
６
１–

９
７
７
１

宮
本
町
、
大
和
町
、
富
士
見
町
、
双
葉
町
、
中

板
橋
、
弥
生
町
、
仲
町
、
栄
町
、
氷
川
町
、
常

盤
台
１
丁
目
60
番
～
68
番
、
南
常
盤
台

吉
田
豊
明
事
務
所

成
増
１–

５–

24　

℡
３
９
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赤
塚
１
～
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丁
目
、
大
門
、
赤
塚
新
町
１
～
３

丁
目
、
成
増
１
～
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丁
目
、
三
園
１
～
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丁
目

小
林
お
と
み
事
務
所

本
町
30–

５　

℡
３
９
６
２–

７
３
８
２

蓮
沼
町
、
大
原
町
、
泉
町
、
清
水
町
、
本
町
、

稲
荷
台
、
仲
宿
、
小
豆
沢
1
～
4
丁
目

竹
内
愛
事
務
所

高
島
平
事
務
所 

高
島
平
7-

20-

17-

1
0
2

℡ 

5
9
9
7-

0
7
8
8

徳
丸
事
務
所 

徳
丸
2-

28-

2

℡ 

5
9
2
0-

4
1
3
0

高
島
平
2
丁
目
、
徳
丸
1
～
8
丁
目

荒
川
な
お
事
務
所　

か
み
い
た
セ
ン
タ
ー 

常
盤
台
4-

35-

4

℡ 

3
9
3
4-

5
0
1
6

坂
下
事
務
所 

坂
下
1-

26-

11-

101

℡ 

3
9
6
0-

8
5
3
0

中
台
1
～
3
丁
目(

サ
ン
シ
テ
ィ
除
く)

、
西
台

1
～
4
丁
目
、
若
木
1
～
3
丁
目
、
上
板
橋
1

～
3
丁
目
、
常
盤
台
4
丁
目
、
坂
下
1
～
3
丁

目
、
東
坂
下
1
～
2
丁
目
、
舟
渡
1
～
4
丁
目
、

志
村
3
丁
目
、
相
生
町

山
内
え
り
事
務
所 

大
山
東
町
５
９

－

６ 

℡
３
９
６
２

－

０
１
８
８　

板
橋
１
～
4
丁
目
、
大
山
町
、
大
山
金
井
町
、

熊
野
町
、
中
丸
町
、
南
町
、
大
山
東
町
、
大
山
西

町
、幸
町
、
加
賀
1
～
2
丁
目
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小茂根事務所　小茂根２-２７-11 ℡ 3974-2405  大谷口１～２丁目、大谷口北町、大谷口上町、小茂根１～５丁目、向原１～３丁目、東山町、東新町１～２丁目、桜川１～３丁目

高校進学「返済のいらない支援制度」

3
月
2
日
、
区
議
会
本
会

議
に
お
い
て
「
介
護
保
険
条

例
を
一
部
改
正
す
る
条
例
」

が
日
本
共
産
党
と
無
所
属

が
反
対
す
る
中
、
自
民
・

公
明
・
民
進
・
市
民
ク
ラ
ブ
・

無
会
派
に
よ
っ
て
可
決
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
の
条
例

改
正
は
主
に
、
2
0
1
8

年
度
か
ら
3
か
年
の
介
護

保
険
料
を
決
定
す
る
も
の

で
、
10
・
3
％
～
約
18
・

3
％
の
引
き
上
げ
で
す
。

今
回
の
改
定
に
よ
っ

て
、
介
護
保
険
料
の
負
担

は
、
年
金
収
入
1
6
8
万

円
の
二
人
世
帯
で
は
、
平

成
29
年
度
13
万
5
千
円

が
、
新
年
度
は
14
万
6
千

円
と
、
年
間
で
1
万
1
千

円
も
の
引
き
上
げ
に
な
り

ま
す
。

介
護
保
険
制
度
が
始

ま
っ
た
時
、
第
1
期
の
標

準
保
険
料
額(

現
在
の
所

得
段
階
第
5
段
階
で
本
人

非
課
税)

は
月
3
0
8
4

円
で
し
た
。
そ
れ
が
第
7

期
は
5
9
4
0
円
で
す
。

約
2
倍
に
ま
で
負
担
が
引

き
上
が
っ
て
い
ま
す
。

本
人
非
課
税
の
所
得
階

層
で
は
、
介
護
保
険
料
が

収
入
に
占
め
る
負
担
割
合

は
国
民
健
康
保
険
料
や
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
よ

り
重
く
な
っ
て
お
り
、「
介

護
保
険
料
が
高
す
ぎ
る
」

の
声
が
上
が
る
の
も
当
然

で
す
。

月
1
万
5
千
円
以
上
の

年
金
受
給
者
は
原
則
年
金

引
き
落
と
し
の
た
め
収
納

率
は
確
か
に
高
い
の
で
す

が
、
残
っ
た
年
金
で
暮
ら

す
こ
と
は
と
て
も
厳
し
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
引
き
下
げ
の

努
力
を

一
方
で
区
は
、介
護
給
付

準
備
基
金
を
17
億
8
千
万

円
強
も
た
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
第
6
期
の
介
護

事
業
計
画
が
見
込
み
通
り

使
わ
れ
ず
、
使
わ
な
い
で

す
ん
だ
保
険
料
が
た
く

さ
ん
余
っ
た
た
め
、
基

金
に
積
み
立
て
た
の
で
す
。

言
い
換
え
れ
ば
、
保
険
料

を
高
く
し
す
ぎ
て
い
た
と

ま
た
介
護
保
険
料
引
き
上
げ
⁉

い
う
こ
と
で
す
。
本
来

な
ら
ば
、
全
額
保
険
料

を
引
き
下
げ
る
た
め
に

投
じ
る
べ
き
も
の
で

す
。
し
か
し
区
は
15
億

円
の
投
入
だ
け
と
い
っ

て
い
ま
す
。他
区
で
は
、

全
額
投
入
し
て
保
険
料

を
抑
制
し
て
い
る
自
治

体
も
あ
り
ま
す
。
ま
た

一
般
会
計
か
ら
介
護
保

険
料
軽
減
の
た
め
に
財

源
を
入
れ
て
い
る
自
治

体
も
あ
り
ま
す
。

討
論
に
立
っ
た
か
な

ざ
き
文
子
区
議
は
、「
毎

年
の
よ
う
に
年
金
収
入

は
減
ら
さ
れ
、
各
種
保

険
料
な
ど
の
引
き
上
げ

で
高
齢
者
の
生
活
保
護

世
帯
が
増
え
続
け
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
実
態

を
み
る
な
ら
ば
、
板
橋

区
が
な
す
べ
き
は
区
民

の
社
会
保
障
に
か
か
る

負
担
の
軽
減
こ
そ
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
」
と

述
べ
て
い
ま
す
。

かなざき文子区議

就学支援金（国）＋授業料軽減助成金
（都）合わせて　年間 44万 9,000 円
対象：世帯収入 760万円まで
※就学支援金は、世帯収入 910万円まで

奨学給付金（都）
年間 38,100 円～138,000 円
※助成額は世帯収入や条件によって異なります。

対象：生活保護受給世帯及び世帯年
収約 250万円未満

奨学給付金（都）
年間 32,300 円～129,700 円
※助成額は、世帯収入や条件によって異なります。

対象：生活保護受給世帯及び
世帯年収約 250万円未満

就学支援金（国）
年間 11万 8,800 円
対象：世帯年収 910万円まで

給付型奨学金（都）
年間 3～5万円
対象：生活保護受給世帯及び
世帯年収約 350万円未満

教科書・教材・学用品・通
学用品・教科外活動費・生
徒会費・PTA会費・入学学
用品費

授業料

資格取得・検定試験費

都立 私立


